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【背景】アイスプラント（Mesembryanthemum crystallinum  L.）は, 一般的な作物の生育を阻害する

塩条件下で成長が促進する好塩性をもつ. 本研究では, 好塩性のメカニズムを明らかにすることを

目的とし, NaCl 存在下で生育したアイスプラントの懸濁培養細胞における転写産物の網羅的解析

を行った. NaCl によって発現量が変化する転写産物を同定し, 相同性解析及びエンリッチメント解

析によって発現差異遺伝子（Defferential Expression Genes: DEGs）の機能を検討した。さらに , 

NaCl により活性化する代謝系 , シグナル伝達系 , 及び遺伝子発現調節機構の推定を試みた. 

【材料及び方法】アイスプラントの胚軸由来カルスを懸濁培養した. 100 mM NaCl で処理後 14 日

目に細胞を回収して SDS-LiCl 法で RNA を抽出し, 次世代シークエンサーNovaSeq(illuina)を用

いて, 150 bp 程度の短い塩基配列を取得した. 解析に使用したソフトウェアは以下のとおりである. 

転写産物の de novo アセンブルには Trinity(v2.9.1), 発現量推定には bowtie2 並びに RSEM, ま

た , 発現量比較には DESeq2 (v1.34.0) を用 いた . 発現変動遺伝子の機能推定には

diamond(v2.0.13)及び hmmscan(v3.1b2)を用い , 検出頻度の高い機能の解析には , DAVID 

(https://david-d.ncifcrf.gov/), 及び活性化される代謝経路の予測には pathview(v1.34.0) を用い

た. また, 非翻訳転写産物の同定には CNIT (http://cnit.noncode.org/CNIT/)等を, また, 発現変

動した mRNA との結合部位の予測には LncTar(http://www.cuilab.cn/lnctar)を用いた. 

【結果と考察】0 mM 及び 100 mM NaCl で 14 日間処理した細胞のトランスクリプトーム解析の結果 , 

1138 個の遺伝子の発現が有意に変動することが明らかになった. NaCl 処理によって, リン酸トラン

スロケーター等をコードする 561 個の遺伝子の発現量が増加した. 一方 , サイトカイニン生合成に

関与する酵素等をコードする 577 個の遺伝子の発現量が低下した. また, エンリッチメント解析の

結果から, 遺伝子オントロジーで機能ごとに分類された 63 の遺伝子群の割合が NaCl によって

変化しており, 非生物ストレス応答 , 細胞壁生合成 , 及び酸化還元反応等に関わる反応が大きく

変化していることが示された.  
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